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K2CuF4は2次元強磁性体として良く知 られているが, 一方では典型的な協力的格子歪を
もつ物質でもある｡この希釈系K2CuxZn(卜 x)F4の室温におけるラマン散乱の実験から,
CuF6-八面体の協力的格子歪を反映する格子振動モー ドのスペクトルが, 線幅,シフ ト(ェ






CuF√ 八面体の協力的格子歪を反映する格子振動モー ドblg のラマン散乱スペクトルの散乱
強度は600℃以上でも十分大きく存続するが, Ⅹ -0.5では約600℃で消失する｡ ちなみに
K2CuF4の協力的格子歪は,ESRなどの実験から融点 (約830℃ )まで存在する｡
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